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第８回臨時委員会会議録 

教 育 長 ）  開会宣言 

教 育 長 ）  会議成立の宣言 

教 育 長 ）  会議録署名委員の指名（松本委員） 

教 育 長 ）  それでは、審議に入ります。日程第１、第１３号議案「平

成２８年度教育委員会の事務の点検及び評価報告書の作成につ

いて」を議題とします。提案説明を求めます。 

管理課管理係長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

教 育 長 ）  気になる評価や、高い評価をいただいた点を、紹介してく

ださい。内容がたくさんあるので、各委員の皆さんも目を通し

ていただいて、各所管課ごとに項目として挙げてください。 

         浅野先生と槇谷先生からの評価を受けた内容などについて、

まず管理部からお願いします。 

管 理 部 長 ）  管理部につきましては、基本的には施設整備と各種の補助

金について２０、２１ページに集約されています。 

         施設整備の評価は、基本的にこのような整備や建てかえ、改

修などを行うことについては評価でき、継続していってほしい

とのことです。 

しかし、特に建てかえについては優先順位を設けて取り組む

必要があり利用者や子どもたち、保護者の声を反映させ、優先

順位を設けて行っていただきたいという御意見です。 

         次は、２１ページに記載されている補助金の、幼稚園就園奨

励費の項目です。特にここでは私立幼稚園へ通う保護者に対し

て、多くて年間３０万円給付することになるので、私立の保育
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料をほぼ払うことができるぐらいの補助金になります。所得の

多い世帯でも子どもが３人目以降は、補助限度額の満額を支給

します。２人目は最低でも半額、１人目の場合は一定の所得以

下の場合最低でも６万円程度、基本的にはそのような制度です。 

         私立学校園助成費の項目につきましても、評価できるとのこ

とです。私は浅野先生の評価のところで、私立学校園助成費は

私立幼稚園の育成に必要であると記載されているところが、少

し気になります。私立幼稚園の保護者のみならず幼稚園に対し

ても教材購入費などで年間６０万円の補助を出しています。こ

の私立学校園助成費は私立幼稚園の育成に必要であるものとい

う認識をいただき、評価してくださっています。つまり近年、

公立幼稚園の子どもたちが減少し、私立幼稚園へ流れていって

いるということが問題になっております。特に公立幼稚園では

現在は２年保育しかやっていないのですが、私立幼稚園ではそ

のような流れになったのは３歳児保育が私立で行われているか

らということです。公立幼稚園では２年保育しか行っていない

ので、３年保育を希望される方は私立幼稚園へ行ってください

と言うだけにとどまっていないということです。 

私立幼稚園へ行っていただく場合には、就園奨励費によって

最大３０万円の補助を行いますので、私立へ行ってくださいと

いう施策をしっかりととっているということです。つまり、私

立幼稚園でも芦屋の子どもたちの幼児教育を担っていただいて

いる以上は、公的機関なのだという位置づけを市としてしっか

りととらえていて、私立幼稚園に行く子どもたちにも補助を出

しているということです。私立幼稚園そのものにも運営費補助
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を過去からずっと行ってきているという点を我々も整理する必

要があり、先生の評価の中にも私立幼稚園を振興させるために

もこの補助は有益であるという評価をいただいている点が私は

少し気になりました。 

         あとは奨学金等の中で、ここでは、主な事業を掲げています

ので、この中で朝鮮人学校に対する補助という項目立てはして

いませんが、朝鮮人学校の補助の適正化も含めて、今年度に、

各種補助金についてはやり方を含めて見直そうと思っています。 

特に議会からも指摘があり、幼稚園の補助金や就学補助金と

言いまして低所得者に対する補助金ですが、その補助金の内訳

の中に入学用品のための補助金というのがあるのですが、その

補助金の支給が１学期分は８月に支給です。すると、入学のた

めの補助金なのに給付できるのが８月では意味がないというお

声もあり、議会からもそのような指摘もございますので、可能

な限り前倒しできるような手法を考えていきたいと思っており

ます。 

         １つ問題になっておりますのは、所得判定をするときには前

年度の所得を使って所得判定をしますが、その前年度の所得が

確定するのは今年度の６月になります。つまり確定申告などの

結果を反映させることもあり、それを使って所得判定をします

ので、現在は８月支給になっているのですが、可能な限り他市

の状況等も調査して、できるだけ早い支給を考えていきたいと

思っています。 

教 育 長 ）  学校教育部、お願いします。 

学校教育部長）  １０ページの幼稚園教育推進事業の未就園児交流会、３歳
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児親子ひろばの項目については本格的には、ここからが始まり

であると思います。今年度もより拡大し、定着していっている

と考えております。 

         そして１１ページの、国際理解教育推進事業で言いますと、

新しい試みとして英語のスピーチコンテストも行いました。生

徒たちは、非常に一生懸命取り組んでおりました。そして、ス

ピーチコンテストに出た生徒の中で、今年度モンテベロ市への

派遣に入っている生徒もいますので、子どもたちの意識を高め

るところにもかなりつながっているということで、評価をいた

だいております。 

         そして、１３ページでは、学校給食関係業務が去年から大き

くなっています。立派なランチルームができ、潮見中学校で給

食が順調に始まったということで、もう少し体制整備も必要で

すが、公会計がスタートできたことについての評価を得ている

のではないかと思っております。 

         主なところでは以上でございます。 

教 育 長 ）  社会教育部、お願いします。 

社会教育部長）  社会教育部としましては、２４ページの１番上の欄にあし

やキッズスクエア事業について評価をいただいております。多

世代交流ということで大学生・高校生のボランティアを派遣し

て、あわせて青少年の育成も促進しているところが評価できる

とのコメントをいただいております。新たにつくった事業では

あるのですが、初年度から非常に力を入れてやってきたことへ

の評価をいただいていると感じております。 

         ２４ページの下のところにあります、子ども・若者育成支援
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対策事業ということで、これは若者相談センターのアサガオの

運営などについて書いています。相談件数にするとまだ少ない

かもしれませんが、昨年と比べると倍近い件数が上がってきて

おりますので、認知度が広まり関係機関からつながっていくよ

うな効果がいよいよ出始めてきているのではないかと思ってお

ります。 

         そして、全般的に言えるのが、社会教育部は様々な施設等の

運営をしている部署ではあるのですが、総じて利用者が増えて

おります。谷崎潤一郎記念館や美術博物館も増えておりますし、

図書館も利用人数が増えて貸し出しの冊数も増えております。

富田砕花旧居は工事をしておりましたので比較ができません。 

全てのことは申し上げられてないのですが、たくさんの施設

を持つ中で利用者がかなり増えているということは、非常に喜

ばしいことではありますが、内容それから安全性という部分に

ついて、引き続き確保していかなければいけないなと非常に強

く感じておるところです。 

教 育 長 ）  ありがとうございました。 

説明が終わりました。質疑はございませんか。 

松 本 委 員 ）  ３８ページの槇谷先生の評価の文章の中の④の「青少年愛

護センター相談事業における関係「店」との連携強化」となっ

ているのですが、相談事業でお店と何か連携するのか、有害環

境対策事業のことを言われているのか、何か２つの文章が一緒

になってしまったのか、先生に御確認されたほうがいいと思い

ました。 

教 育 長 ）  そうしてください。ありがとうございました。 
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木 村 委 員 ）  形式面ですが、６ページ以降の教育指針で「取組の方向

性」はいいと思いますが、その下に「今年度の主な取組」とあ

ります。今年度といいましても、これは平成２７年度のことで

すね。今年度というと２８年度かなと思ってしまい、ややこし

いので６ページから９ページまで、全て平成２７年度と訂正し

たほうがいいと思います。 

教 育 長 ）  では、それでお願いします。 

松 本 委 員 ）  ２４ページのアサガオの運営のところですが、昨年９月よ

りキテミル会というお試しの相談会を開催されたそうですが、

これは今年度もされているのですか。 

社会教育部長）  現在もやっております。 

         毎月第３金曜日の１時から３時まで。 

松 本 委 員 ）  はい、ありがとうございます。 

         そして、青少年愛護センター相談事業についてですが、去年

も後の採用はあるのですかとお聞きしたのですが、指導主事は

今年は愛護センターに新しく入っておられますか。 

管 理 部 長 ）  指導主事は、今年は入っておりません。 

松 本 委 員 ）  そうですか。評価のところにも人材の確保と育成を期待す

ると書いてあるので、また来年度に向けて相談事業について何

かされたりするのですか。そして、相談事業は指導主事がおら

れなくてもできるものですか。 

社会教育部長）  相談はセンター長はじめ職員がやっております。 

教 育 長 ）  愛護センターは指導主事という役職の方はいらっしゃいま

すか。 

教職員課主幹）  青少年愛護センターの指導主事は今年はおられないのです
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が、昨年度は指導主事がいらっしゃいました。 

教 育 長 ）  わかりました。それではこの記載は、去年のものなのでい

いのですね。 

松 本 委 員 ）  先ほど岸田部長の説明の中で私立学校園助成費のところで

このように評価されているという話の流れで、また制度を見直

すとおっしゃったのはどのように見直すのですか。ここは評価

されているので、このまま変更しないということではないので

すか。 

管 理 部 長 ）  例えば、この間の朝鮮人学校の補助金であれば現在、朝鮮

人学校のみに行っているものの対象を広げるように見直してい

くということです。そして、支給時期についても、受け取る側

の利便性に多少反映できるようなやり方を行っていくことにな

ります。 

  その他にも芦屋市奨学金では、今公立高校が月額５，０００

円で私立高校が月額７，０００円になります。しかし、この

奨学金は経済的困窮者にお出しするものですので、この中で

も特に市民税の税金がかからない方に対して昨年から県のほ

うでも市民税のかからない非課税世帯を対象とした高校生等

奨学給付金ができました。芦屋市の奨学金においては、公立

高校は月額５，０００円なので、年間６万円支給しているこ

とになります。しかし、非課税世帯を対象といた県の奨学金

が新たにできたことにより、他市ではこれまで市が年間６万

円給付しており３万円給付する県の奨学金が新たにできたの

で、他市は差額の年間３万円だけの給付でいいのではないか

という見直しを行っている市もあります。芦屋市の場合では、
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県の奨学金ができたのは別の話で、市は前回と変わらず年間

６万円給付ということで、本人には年間合計９万円になるよ

うな現状を維持するという見直しを平成２７年度に行いまし

た。阪神間の他市は県の奨学金ができたので市の奨学金にお

いては、年間で差額の３万円にしようという見直しをやって

いる市がほとんどになります。平成２８年度は県がさらに年

額３万円を４万円に引き上げてきました。そこでさらに他市

は基準額の合計は年間６万円なので、県が年間３万円から年

間４万円になったので市は年間２万円でいいという見直しを

行っている市もあります。そのようなときに芦屋市はどのよ

うな見直しを行っていくかということです。 

         今の例で言いますと、昨年は県が年間３万円給付し、市が年

間６万円給付することで本人には年間合計９万円になっていま

した。そこで県が年間３万円を年間４万円にしたので、市の年

間給付額を６万円のまま置いておくと年間合計１０万円になり

ますので、今年度は市は年間５万円にしましたことにより、去

年までと同じ年間合計９万円にするという見直しを今年度は行

っています。 

松 本 委 員 ）  では、私立幼稚園に年間６０万円の助成費を出している部

分については別に変わりないということですか。 

管 理 部 長 ）  はい。 

松 本 委 員 ）  わかりました。 

浅 井 委 員 ）  内容のことですが、学校教育課から幼児教育、３歳児対象

親子ひろばの、特に浜風は今年４歳児クラスがなくなったので

週１回開催されたということで、すごくやっぱり利用者も多か



-9-

ったと思うのですが、この辺がやはり今後少子化対策ですごく

大事になってくると思います。認定こども園は、そういう子育

て支援の機能を持たせるということですが、並行して幼稚園も

続けてやっていくことが必要だと思っています。 

         １１ページで、外国語活動の下のほうの、事務局の課題・方

向性というところの「日本語指導が必要な外国人児童生徒に対

する日本語指導や学力補充については、市全体で体制の整備を

進める必要がある」と記載されているのは、具体的にはどうい

うことを指しているのですか。 

学校教育部主幹）  平成２８年、つまり本年度から県の補助事業を受けまして

日本語指導支援員という形で潮見中学校、潮見小学校、浜風

小学校に、ボランティアとは別に日本語指導支援員という形

で３名の支援員を配置しております。その日本語支援員を中

心にこの外国にルーツを持つ生徒に対して個別の指導計画を

考えたり、日本語指導を行ったりしています。また、「きめ

細やかな支援事業」もありますが、この事業は潮見小学校を

センター校にして行っています。市全体としては個別の指導

計画をつくることによって、支援員がいないところに日本語

指導が必要な生徒が来たときにも対応できるように、日本語

指導の体制づくりを市として行っていきます。 

浅 井 委 員 ）  今は潮見中学校区で行っているのですか。 

学校教育部主幹）  潮見中学校区にその３名が入っています。 

浅 井 委 員 ）  今後は市全体で行っていくのですか。 

学校教育部主幹）  今後も支援計画、効果的な教材、教具や指導方法など、潮

見中学校の拠点校を中心に研究や研修を積み重ねていきまし
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て、他の学校にも成果を報告、共有してそのようなことがで

きるような体制をつくっていくという形で行っていきます。 

教 育 長 ）  日本語指導が必要な生徒はどの程度ですか。 

学校教育部主幹）  今、潮見中学校区で実際指導に入っているのは１０名前後

ぐらいですが、市全体としましては４０名弱います。全員に

はなかなか対応できない部分もあるのですが、クラス担任や

各学校の担当、場合によっては「こくさいひろば」と連携し

て対応しております。今年の夏休みに開催した学習会では、

小・中・高校生４０名近くが参加し、５日間ボランティアと

一緒に勉強を行いました。 

学校教育部長）  日本語指導が必要な子どもの人数について言うと、いろん

なカウントの仕方はあるのですが、例えば今この協議会をやっ

ていますが、その中で見込みとして最初に年度当初出した人数

は２６名ぐらいだったと思います。ただ、実際に指導が必要な

生徒というのは、外国にルーツがある生徒たち、海外から帰っ

てきた生徒ではなくても、保護者が外国の方であって、小さい

ころから日本語だけではない環境の中で過ごしてきた生徒もい

るのでいろいろな指導が必要になってきます。ですので、実際

学校現場で対応しないといけない生徒はもっとたくさんいます。

ただし、定義をもうけて日本語のレベルチェックをした中で対

象となるのは市内で２０数名というのが現状です。 

その中で潮見小学校、潮見中学校、浜風小学校には、その中

の約７割ぐらいが所属しているというのが現状です。 

小 石 委 員 ）  その２６名というのは外国人帰国子女の両方が入っている

のですか。 
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学校教育部長）  帰国子女で日本人の生徒はいないです。対象としています

が、実際には今は外国人の生徒のみです。 

小 石 委 員 ）  小学校で言うと浜風小学校、潮見小学校に７割ぐらいいる

ということですか。 

学校教育部長）  そうです。 

小 石 委 員 ）  ほかのところは目立たない程度になっていますか。 

学校教育部長）  実際には少ないですね。在籍がいないというところもある

のですが、先ほども言いましたとおり、学習会をするときは外

国にルーツのある生徒たちも対象として、学力補充の問題もあ

りますので、一緒に学んでいます。集団的にはもっと大きくな

りますし、実際に非公式に調査をすると市内で外国にルーツが

ある生徒は、その倍ぐらいの人数になります。 

小 石 委 員 ）  実際の授業の中での援助は具体的にはどのような形をとっ

ているのですか。 

学校教育部長）  一番は、ボランティアや支援員が個別につきます。授業の

中で，できるだけわかりやすい言葉で子どもに教えたり、それ

から母語で翻訳をした形で教えたりということもします。ただ、

そのやり方だけでやっていくと非常に効率が悪いというのもあ

り、全ての時間にそういう形ではつけられませんし、その人で

ないと教えられないということでも困りますので、一人一人の

実態把握をしっかりやり、日本語のレベルチェックをして、そ

の中で一人一人に応じた計画を立てて、その計画を幾つかリス

トとしてつくられれば、ほかの子どもにもその計画を当てはめ

てほかの先生が指導できるという形がとれないかというのが今

の研究の始まりということです。 
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小 石 委 員 ）  大事なことですね。 

松 本 委 員 ）  ４ページの教育委員会の活動状況というところですが、教

育委員として出席しているものが記載されているのですが、教

育委員は学校訪問をしてないのかと思われたりしないのかと思

いました。運動会などは見に行っていますが、日々の学校を見

ているのは載っていないと思います。研究授業等があるときに

子どもたちの様子も含めて見ている程度ですが，教育委員の活

動はこれでいいのかと思います。活動の中に学校訪問のような

項目があったほうがいいのではないでしょうか。現場を知らず

に教育委員をやってていいのかと思います。私の子どもも義務

教育を終了し、常に学校を見ているわけでもなくなったので、

いろいろな会に出席していますが、肝心の学校現場を見てない

のではないかと言われたら、少し弱いかと思いました。 

小 石 委 員 ）  はっきりしているのはオープンスクールのときに学校訪問

をしていますね。 

松 本 委 員 ）  そうですね。 

木 村 委 員 ）  細かく書かなくてもその他オープンスクール等でもいいか

と思います。 

教 育 長 ）  そうしましたら、実際に行っていることの項目を起こして、

全てを網羅する必要はないので、その他学校訪問等などと追加

してください。やっていることはアピールしたらいいと思いま

す。 

松 本 委 員 ）  そのようなことを言う人はいないかもしれません。 

木 村 委 員 ）  最近の教育委員は学校現場がわかっているの、などと言わ

れたことがあります。 
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教 育 長 ）  委員の皆さんには、たくさん行っていただいているので、

書くことはあります。 

小 石 委 員 ）  問題は、これによって次にどうなるのかという話がむしろ

重要なことですよね。だから、ここで評価いただいて今後どう

なっていくか、そして、ここで指摘されたことはこうなったと

我々自身がどこかできちんと確認することが大事なことです。

そのあたりを、我々も心して活動しなくてはいけないのではな

いかと思います。 

浅 井 委 員 ）  社会教育部の入館者数等ですが、その時々の催し物や、お

願いした講師の人気などにすごく左右されるものなので、評価

されているところはよしと受けとめて、それにとらわれ過ぎず、

大きく受けとめたほうがいいのではないかと考えます。 

教 育 長 ）  小石委員から御指摘がありましたように、我々教育委員会

のメンバーとしてこれを反省として見させていただく部分と、

事務局がこれを見て、次への展望として考えていただく部分が

あると思いますので、各々がいい形で反映させていきたいと思

います。 

他に質疑はございませんか。 

         無いようですので、これをもって質疑を打ち切ります。 

         これより採決いたします。少し文言等で修正はあるかもしれ

ませんが、そこは御了承願うということで、本案は、原案どお

り可決することに御異議ございませんか。 

              <異議なしの声> 

         御異議なしと認めます。よって本案は可決されました。 

        〈第１３号議案採決。結果、可決（出席委員全員賛成）〉 
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教 育 長 ）  次に、第１４号議案「芦屋市社会教育関係登録団体の承認

について」を議題とします。提案説明を求めます。 

生涯学習課長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

教 育 長 ）  説明が終わりました。質疑はございませんか。 

浅 井 委 員 ）  昨年が基準年でしたので、一覧表なども見せていただきま

したが、芦屋川カレッジの同窓会の方がたくさん登録されてい

ます。今回も３２期会ということで、先ほど説明でありました

とおり、懸念されるのはやはり３条の７、「組織及び活動に参

加を希望するものが新たに加わることのできる団体であるこ

と」ということで、いつでも門戸を開いて地域に還元するよう

な内容の活動をしていただくことが大事ではないかなと考えま

す。この辺は説明はしてくださっていると思うのですが、少し

閉鎖的な集まりになってしまいがちではないかと思いますので、

その辺を気にかけていただきたいところです。 

生涯学習課長）  委員のおっしゃるように、芦屋川カレッジの卒業生の方が

たくさんおられ、芦屋においては少し御年配の方における社会

教育の活動の中心となります。文化的な活動などにおいて大き

な役割を果たしていただいているのですが、芦屋川カレッジの

各期ごとにグループを組織されており、だんだん御年齢が高く

なるので、１つの団体の人数が少なくなると、統合などはされ

ています。ですので、こちらからいろいろ御提案もしていかな

いといけないと思います。同窓会はもちろん活発にしていただ

くのはとてもいいことだと思いますが、社会教育関係団体とし

ては、同窓会にこだわらずに広く活動していただく方向ができ

ないかということで、こちらからも相談をしていきます。 
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今回は今までと同様の形ではありますが、活動内容としまし

ては自分たちの中だけでなく、広く広報誌なども活用してＰＲ

をしていただくということ、市民一般に広く参加していただけ

るようなイベントや事業を積極的に取り入れるということ、あ

るいはボランティア的な活動も進んでしていただきたいという

ことをお願いしております。サニーカフェの皆さんからは「よ

くわかりました、努力します」という返事をいただいておりま

す。 

浅 井 委 員 ）  新しく登録をするに当たって、第何期会という名前はグル

ープ名としては外していただいたわけですね。それでサニーカ

フェと工夫をされたわけですね。 

生涯学習課長）  そうですね。 

教 育 長 ）  この会の立ち上げについての中心的メンバーは、それでい

いのですが、今後は知人やいろいろな地域の方などを巻き込む

形での会の運営を期待するということで、指導もお願いしてい

きたいと思います。 

生涯学習課長）  わかりました。 

教 育 長 ）  他に質疑はございませんか。 

無いようですので、これをもって質疑を打ち切ります。 

         これより採決いたします。本案は、原案どおり可決すること

に御異議ございませんか。 

              <異議なしの声> 

         御異議なしと認めます。よって本案は可決されました。 

        〈第１４号議案採決。結果、可決（出席委員全員賛成）〉 

教 育 長 ）  次に、第１５号議案「芦屋市保有土地（涼風町５番教育施



-16-

設用地）活用事業者選定委員会委員の委嘱又は任命について」

を議題とします。提案説明を求めます。 

スポーツ推進課長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

教 育 長 ）  芦屋市の附属機関の設置に関する条例について委員構成と

いうところがあります。このような選定委員会に芦屋市の職員

が２名加わることは、選定委員会の中では多いほうなのですか。 

スポーツ推進課長）  類似しております保有土地関係の附属機関につきましては

市の職員が大体２名から３名入っているところでございます。 

教 育 長 ）  説明が終わりました。質疑はございませんか。 

浅 井 委 員 ）  任期ですが、２８年８月２２日から諮問に係る審議が終了

する日までというのは、目途は大体いつごろになるのでしょう

か。 

スポーツ推進課長）  目途といたしまして、現事業所はミズノさんがおられます

が、来年の３月末で契約終了という形になっております。それ

までに選定をしないといけないのですが、会員の方もいらっし

ゃることから、大体１２月の議会で最終報告する形になります

ので、現在は１１月を目途と今考えております。 

浅 井 委 員 ）  わかりました。 

木 村 委 員 ）  このミズノの跡地の利用というと前々から住民の説明会な

どあったのですが、なぜこの時期にこの委員会を組織するので

すか。 

スポーツ推進課長）  住民の説明会等で、１ヶ月前ぐらいに予定していたのです

が住民の方との意見交換会もありまして、この時期になりまし

た。 

社会教育部長）  補足をさせていただきます。今、住民の皆さんはここの土
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地がどのように使われるのかということで強い要望や思いを持

っておられるところです。できる限り、自分たちの意見を盛り

込んだものをつくってほしいとおっしゃっているのですが、そ

れには来年４月以降にすぐ整備をしなければならないというこ

とと、皆さんの意見を盛り込んで、もっと長い期間で将来的に

どうししていこうかという、２つのプランがあります。 

今回については短い期間ということで、来年４月から荒れ地

にせずに、すぐに何かを活用しようという話をしていき、その

先については皆さんとともに話をしましょうということになっ

ております。住民の皆さんも新たに自治会をつくられた中でま

ちづくり委員会を結成されました。今後は長い期間の部分につ

いては、都市計画が主に窓口となって一緒に話を進めていくこ

とになっております。 

今回については、来年の３月でミズノさんの契約が終了しま

すので、直ちに着手しないと賃貸料も取れませんので、そのよ

うなことを踏まえますと、現会員にお知らせをする期間を考慮

し、９、１０月ぐらいには事業者の募集をしなければなりませ

ん。そのためにはこの要項を策定する期限がもう今のこの時期

という形で、今回８月２２日に第１回の委員会を開催すること

になっております。 

         以上です。 

木 村 委 員 ）  短い期間の話である程度、住民との間で目途がついてきた

ということは、大体このような形でやりましょうねという話が

ある程度まとまってきたということですか。 

スポーツ推進課長）  そうです。大まかなところがまとまったと考えています。 



-18-

木 村 委 員 ）  それはどのような流れになってきているのですか。 

社会教育部長）  やはり意見としては、なかなかまとまっていないのが実際

のところです。とはいえ、今回については当面の期間というこ

とで、おおむね１０年ぐらいという見込みを持っております。 

その中で、恐らく皆さんはそんなに急激に、景色が変わるよ

うな建物は望んではおられないと思われます。ですから、現在

そこでスポーツの文化が芽生えているわけですし、たくさんの

市民の方が使っておられますので、まず我々としてはやはり社

会教育という目的に沿って事業を進めていくことになります。

まずスポーツ部分と、地域交流の部分についても皆さんからの

要望がありましたので、集まってお話をしたり多世代交流をし

たりというコミュニティづくりもしたいということでしたので、

そのような場の提供をできるようなことが、こちらのほうであ

らかじめ枠組みとして示して、それに沿って事業者から提案を

してもらって開発を進めていただく形になろうかとは思います。 

         まだまだいろいろな方がいろいろな立場で御意見をお持ちで

すので、今後のまちづくりについてはこれからお話をされてい

くことになると思います。その理解の部分は、それぞれの個別

には異なると思うのですが、おおむねそういう話し合いの枠組

みがつくられましたので、今後は以前のような不特定多数の方

と議論をするのではなく、ある程度組織立った形でお話を進め

させていただくという方向になると思います。 

         今回も７月の終わりにもう１度住民の代表の方とお話をした

のですが、これまでの要望については変わっておりませんでし

たので、それらの盛り込める部分だけを盛り込んだ形で要項で
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示させていただくということで、納得をいただいているような

状況です。 

木 村 委 員 ）  この提案理由を見ると、公募を行い、その応募事業者の選

定を行うための委員の委嘱または任命ということを書いてある

ので、公募についてはこの委員会が主導的にやるのではなくて、

もう市で今後はこういう形でやるという形でやり、それで応募

が来たものを速やかに評価認定するという機能を持たせるため

に今回この委員会を行うというところでよろしいでしょうか。 

社会教育部長）  ここでしていただくものにつきましては、まず第１回目は

応募要項の中身について審議をいただきます。それに従いまし

て了承いただけましたら、教育委員会に報告させていただき、

議会に報告させていただいて、そして公募に載せて募集をかけ

ることになります。 

         その後、事業者が出てまいりますので、審査の基準に沿った

形で採点をしていただきます。面接などを行うことも現段階で

は想定をしておりますので、その中で最適な事業者を選ぶこと

をこの委員会でさせていただきます。 

         最終的には、市長に対して答申という形で報告を上げるとい

う手順になっております。 

教 育 長 ）  木村委員が気にされているのは、地域の方がこの提案の内

容についてどの程度合意があるのか、そのような進め方でよい

のかということもありますので、その部分を懸案としてあるの

ですね。今の部長の話の中で一定の理解を得たと思っておいて

よろしいですね。 

木 村 委 員 ）  このような手続をやる場合には、選定委員会は必ず動くこ
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とになっているのですか。 

社会教育部長）  市の附属機関の条例に沿って設置をすることになっており

ます。 

木 村 委 員 ）  余りよくわからないでこれを見ると、また委員会か何かで

議論してやってしまうのかと受け取られがちになるので、市が

窓口として住民との意見交換会をやるなどオープンでやってい

たのが、閉鎖的な委員会でもって全部決めてしまうのかという

受け取られ方もしかねないので、そこはそうではないですとい

うことをきちんと説明をしておかなくては誤解を招くという感

じもします。私自身が疑問に思いましたので、質問をさせてい

ただきました。 

教 育 長 ）  最終的に専門家的な面から、その内容がおかしくないかと

いう観点で見ていただいて、次に進めていくということですね。 

社会教育部長）  はい。 

小 石 委 員 ）  短期的なものと、それからその後の長期的なものと一応分

けております。短期的なというのはどのぐらいのめどで考えて

いるのですか。 

社会教育部長）  こちらも要項にかかわることではあるのですが、市として

は１０年を１つのめどとしています。これはいろいろな考え方

があるのですが、住民の皆さんが自分たちのまちづくりを考え

たいとおっしゃっている中では、もっと早く、遅過ぎるとおっ

しゃる方もあります。例えば、何か大きなものを建てるとしま

しても、計画を立てて、財政の道筋を立てたりとなると、やは

りそれぐらいの期間が必要であるのも１つあります。 

         そして、事業所を呼ぶに当たっても、５年間ということであ
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れば、その５年間の中で営業利益を上げようと考えれば、それ

ほど投資はしてくれないと思います。やはり、１０年ぐらいの

期間であれば、整備もそれなりにしてくれるであろうという住

民の皆さんの意見と、事業者が入ってくるか入ってこないかと

いうところのちょうどぎりぎりのラインかなとは思っておりま

す。 

教 育 長 ）  他に質疑はございませんか。 

         無いようですので、これをもって質疑を打ち切ります。 

         これより採決いたします。本案は、原案どおり可決すること

に御異議ございませんか。 

              <異議なしの声> 

         御異議なしと認めます。よって本案は可決されました。 

        〈第１５号議案採決。結果、可決（出席委員全員賛成）〉 

教 育 長 ）  閉会宣言 


